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追
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岐
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岐
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湯
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名を名乗る

須佐之男命は名を名乗らず娘を求めました。
名乗った瞬間に全責任を負う立場に。
日本では身分の高い者が名を名乗らないのは、

名乗れば必ず「責任」を果たすという

慣習に基づきます。

日本語の責任 関係責任

英語の責任 応答責任（レスポンシビリティ）

務め（つとめ）：: 責任を果たすべきこと、役割を指します。

責務（せきむ）：: 義務や責任を指します。

咎め（とがめ）：: 過ちや欠点を取り上げて責めること

請け取る（うけとる）：: 責任を引き受けることを指します。



櫛名田比売を美豆良に刺す

須佐之男命は櫛名田比売の櫛を

自らの髪に刺し、

村を守る決意を示します。

これは戦の前に

大切な人の形見を身につける

武人の誓いを象徴します。

重文 鳥浜貝塚の櫛 
六千年前の祈り



垣をつくる

八塩折の酒を造り、堤防＝「垣」を築くよう命じます。

これは洪水を防ぐための治水技術を村人に教えたことを示しています。



堤防に水門（八門）を設け、
佐受岐（桟敷）を築いて酒を供え安全を祈願。
水害への備えと神々への祈りの場でもあります。

佐受岐を造って酒を盛る



遠呂智退治
堤防と水門で洪水を防ぎ、
村を守る。

神話の記述は、こうした
具体的な治水対策を

象徴的に語ったものと考
えられる。



遠呂智退治の意味

須
佐
之
男
命
は
I

霊
力
を
奪
わ
れ
て
も
な
お
I

知
恵
と
努
力
で
村
人
を
救
い
ま
し
た
H

真
の
リ
$
ダ
$
と
は
I

誇
り
を
も
X
て

民
の
た
め
に
尽
く
す

人
物
で
あ
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